
                       

    

８
月
６
日
（
月
）、
公
共
交
通
（
路
線

バ
ス
）
が
町
民
の
方
々
な
ど
に
ど
の
く

ら
い
利
用
さ
れ
て
い
る
か
？
総
務
教
育

厚
生
常
任
委
員
会
メ
ン
バ
ー
（
６
名
）

と
議
会
事
務
局
長
と
い
っ
し
ょ
に
バ
ス

に
乗
り
、
乗
降
調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

  

○
９
：
１０
皆
野
駅
前
発 

（
１４
名
の
利
用
）
西
武
秩
父
駅
着 

皆
野
駅
前
か
ら
上
三
沢
ま
で
の
区
間
乗

降
者
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

○
１０
：
３２
西
武
秩
父
発 

（
６
名
の
利
用
）
皆
野
駅
前
着 

＊
時
間
帯
な
ど
で
多
少
利
用
人
数
は
違

っ
て
き
ま
す
が
、
こ
の
間
の
往
復
の
バ

ス
で
皆
野
町
民
の
利
用
は
３
名
だ
け
で

し
た
。 

 

又
、
西
武
観
光
バ
ス
（
株
）
が
行
っ

た
Ｈ
２２
・
１２
・
１０
の
総
輸
送
人
員
調
査 

   

で
は
、
１
日
の
利
用
者
は 

全
体
で
６５
人
内
皆
野
町
内
１９
人 

 

（
二
）
町
営
バ
ス
（
日
野
沢
線
） 

○
１２
：
２５
皆
野
駅
前
発 

（
５
名
利
用
）
終
点
西
立
沢
着 

○
１３
：
０５
西
立
沢
発 

（
１
名
利
用
）
皆
野
駅
前
着 

（
三
）
町
営
バ
ス
（
金
沢
線
） 

○
１４
：
１５
皆
野
駅
前
発 

（
０
名
）
終
点
浦
山
着 

○
１４
：
５５
浦
山
発 

（
１
名
利
用
）
皆
野
駅
前
着 

       

 

夏
休
み
期
間
中
で
、
学
生
の
利
用
が

一
名
だ
け
で
し
た
。 

西
武
観
光
バ
ス
に
対
し
て
、
皆
野
町
は

年
間
７
４
０
万
円
の
補
助
金
を
支
払
ら

っ
て
い
ま
す
。
（
秩
父
市
も
） 

一
日
を
通
じ
て
、
公
共
交
通
が
利
用
さ

れ
て
い
な
い
実
態
が
よ
く
わ
か
り
ま
し

た
。 

 

私
は
、
六
月
議
会
の
一
般
質
問
で
バ

ス
が
通
っ
て
い
な
い
地
域
や
、
車
に
乗

れ
な
い
人
の
交
通
手
段
の
確
保
、
又
、

公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
町
は

受
け
身
の
姿
勢
で
は
な
く
、
町
民
と
の

懇
談
会
を
開
い
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
っ
た
り
し
て
早
急
に
対
策
を
と
る
必

要
が
あ
る
と
主
張
し
ま
し
た
。 

 

今
後
も
、
他
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る

公
共
交
通
な
ど
を
学
び
な
が
ら
、
こ
の

問
題
に
と
り
く
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。  

町
会
議
員 

常
山 

知
子 

  

 

朝
方
か
ら
の
雨
も
上
が
り
、
花
火
の

打
ち
上
げ
が
終
わ
っ
た
頃
、
雨
が
降
り

出
す
な
ど
天
気
に
も
恵
ま
れ
音
頭
ま
つ

り
は
、
大
勢
の
人
の
参
加
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。 

 

子
供
や
孫
、
同
僚
や
友
人
の
踊
り
を

カ
メ
ラ
に
収
め
る
大
勢
の
人
。 

流
し
踊
り
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
七
七
チ

ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。 

秩
父
音
頭
は
、
和
服
が
に
あ
う
優
雅
な

踊
り
で
す
。
も
っ
と
和
服
に
こ
だ
わ
っ

て
も
・
・
・
。 
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公
共
交
通
（
路
線
バ
ス
）
調
査 

（
一
）
西
武
観
光
バ
ス
三
沢
線 

第
４４
回
秩
父
音
頭
ま
つ
り 

 

和服で踊る皆野中学女子生徒 



                       

                       

    


